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《多読の読み方》

多読とは、とてもやさしい本から楽しくたくさん読んで日本

み語を身につけていく方法です。

次の4つのルールを守って楽しく読みましょう。

1. やさしいレベルから読む
じしょ ひ よ

2. 辞書を引かないで読む

3. わからないところは、とばして読む
すす ほか ほん よ

4. 進まなくなったら、他の本を読む

《How to do Tadoku》
Tadoku recommends that everyone should start with very 

easy books and enjoy a lot of them following the 'Four Golden 
Rules' below. 

1. Start from scratch.
2. Don’t use a dictionary.
3. Skip over difficult words, phrases and passages.
4. When the going gets tough, quit the book and

pick up another.
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たどく ほん たの にほん

ほうほう

つぎ まも たの
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よ

よ
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★読む前に Before you read

ご み

よ



この犬はウィンリーくんです。

山が大好きです。

ある日、ウィンリーくんは言いました。

「山に行きたい！キャンプがしたい！」

1

いぬ う ぃ ん り ー

やま だいす

やま い き ゃ ん ぷ

ひ う ぃ ん り ー い



2020年10月の土曜日の朝、

車でシエラネバダの山に行

きました。

山はとても大きいです。

きれいです。

2

きれいですね！

やま おお

くるま し え ら ね ば だ やま い

ねん がつ ど よ う び あさ



山の上に来ました。

3

やま うえ き



きれいな湖があります。

魚がたくさんいます。

4

「ここでキャンプしよう」

みずうみ

さかな

き ゃ ん ぷ



夜はホットドッグを食べました。

「ああ、おいしい！」

とても寒いから、すぐ寝ました。

5

よる ほ っ と ど っ ぐ た

さむ ね



次の日、ハイキングをしました。

「あっ、けむり !  山火事？

でも、遠いから、だいじょうぶだよね？」

6

つぎ ひ は い き ん ぐ

やま か じ

とお



夜、月がオレンジ色でした。

山火事の色です。

灰がふりました。

山火事の灰です。

7

よる つき お れ ん じ いろ

やま か じ いろ

はい

やま か じ はい



次の朝、山を下りました。

山の下まで3時間歩きました。

8

つぎ あさ やま お

やま した じ かん ある



車に乗りました。

車の中でラジオが言いました。

「たいへんです! とても大きい山火事です！」

9

くるま の

おお やま か じ

くるま なか ら じ お い



ウィンリーくんは家に帰りました。

山はとても楽しかったです。

でも、山火事はこわかったです。

とても疲れました。だから、ウィンリーくん

はたくさん寝ました。

10

う ぃ ん り ー いえ かえ

ね

つか う ぃ ん り ー

やま か じ

やま たの



山に行きました
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